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「ネクストコーティング2050」
― 技と知が結ぶ、塗装の枠を超えた未来へ ―

1．塗装の力で、価値を創造する
塗装は保護・美観・長寿命化を支える基盤技術。
その価値を世界に広げ、新しい豊かさを創り出します。

2．環境と調和し、知恵で進化する
知恵と経験を最新技術と融合させ、時代の変化に応える、
環境と調和したものづくりを進めます。

3．信頼と共創で、塗装産業の未来を育む
会員相互の協力と学び合いを基盤に、人・技術・社会が調和する
塗装産業の未来をともに築きます。

CEMA創立50周年の節目を飾る本誌の発刊に
際し、その構成を検討するにあたっては、20年、
30年、40年と10年ごとに積み重ねられてきた歴
代記念誌の伝統を継承することといたしました。
本誌では、創立から現在に至るまでの50年間の
歩みを記録するとともに、次なる半世紀を見据
えた未来への展望をまとめた一冊としています。
論語には「五十にして天命を知る」という「知

命」の言葉があります。40にして迷わず（不惑）
突き進んできた我々が、50年という歳月を経て、
改めて業界における自らの使命を再認識し、社
会へ貢献していく決意を表しています。産業構
造や経済情勢が激しく変化する現代において、CEMAが柔軟に、かつ確固たる指針を持って歩み続けるた
めの「未来の原点」として、本誌が皆様の礎となれば幸いです。
本誌の制作にあたっては、短期間に数回の編集委員会を重ね、限られた時間の中で精力的に取り組んで

まいりました。多大なるご協力をいただいた編集委員の皆様に、心より感謝申し上げます。

編集委員

編 集 後 記

50周年記念誌編集委員長　松丸 浩司

表紙に採用したのは、スペイン・バルセロナに建つサグラダ・ファミリア
の内部、色彩豊かなステンドグラスから差し込む光の情景です。
 
天窓とステンドグラスを通して堂内に満ちる光は、過去から現在、そして
未来へと続く時間の流れを象徴し、本工業会のこれまでの歩みと、これか
ら切り拓く明るい未来を想起させます。
 
この大聖堂は、建築家アントニ・ガウディの構想のもとに始まり、没後も
なお多くの建築家・技術者・職人の手によって受け継がれています。自然
界の構造を模倣したフニクラ曲線や、光を最大限に取り込む設計思想は、
世代を超えて継承され、現代の建築へと進化しています。
 
また、日本人彫刻家である外尾悦郎氏が主任彫刻家を務めるなど、国境を

越えて技術と精神が受け継がれている点も、多様な力を結集し発展してき
た本工業会の姿と重なります。
 
かつては300年を要すると言われた壮大な建設も、3D設計（BIM）などの
最先端技術の導入により大きく進展し、伝統と革新が融合しながら次の時
代へと歩みを進めています。
 
2026年はガウディ没後100年、そして2030年代の完成を目指し、現在も
塔やファサードは進化を続けています。その姿はまさに、「継承」「未来」「進
化」を体現する存在です。
 
50周年という節目にあたり、これまで築いてきた歴史を礎に、新たな未
来へと光を放ち続ける決意を込め、本写真を表紙に選定いたしました。

表紙写真：「スペイン・バルセロナ　 サグラダ・ファミリア 内部 ステンドグラス 」

未来ビジョン

2026.4.10 編集委員会
塗料報知新聞社にて

株式会社IEC 吉川永一郎
 小寺　克幸
旭サナック株式会社 山﨑　諭志
 島田　哲也
 加藤　啓太

アネスト岩田株式会社 黒坂　臣吾
パーカーエンジニアリング株式会社 山西　和弘
株式会社明治機械製作所 木村　武司
CEMA専務理事 樋川　浩一
CEMA事務局 有馬　利明



















































































































CEMA50年の歩みCEMA50年の歩み

  2016.6　第40回記念総会
第40回という節目を祝う総会に、小泉純一郎元首
相が登壇。代名詞ともいえる『原発ゼロ』をテーマ
に、日本の進むべきエネルギー政策のあり方を情熱
的に語られた。元一国の宰相が放つ圧倒的な存在感
と、時折混じるユーモア、そして信念を貫く力強い
言葉の数々。塗装業界の未来を担う会員たちにとっ
て、変革への勇気と進取の精神を改めて心に刻む、
刺激的で贅沢なひとときとなった。

  2018.7　CEMA・日本塗料商業組合共同研究事業
メーカーと商社の垣根を越え、現場の課題解決に挑
む共同研究。アネスト岩田の拠点を舞台に、最新機
器を用いた実践的な検証やセミナーが行われた。流
通と製造が知恵を出し合い、塗装業界の付加価値
向上を目指した、熱意ある産学連携ならぬ『産産連
携』の協同研究事業となった。

  2018.7　合同委員会（勉強会）
テーマは「IoT・AI につながる塗装の自動化最新動
向」で、ABB、安川電機、オプトセンスの3社が最新
の技術動向について講演を行った。本会は塗装の完
全自動化に向けた課題認識を目的としており、業界
をリードする企業の知見を得られる点が魅力的なも
のであった。また、各部会後の懇親会も開催され、
技術習得と会員間のネットワーク構築を同時に促進
する、実益の高い勉強会となった。

  2019.6　第43回年次総会
従来の三部会体制から、現在の五委員会制への
抜本的な組織再編が決議された。

  2019.7　合同委員会（勉強会） 
今は無きホテルメルパルク横浜で開催された勉強
会。技術委員会の企画により「IoT 活用に関する
技術動向」をテーマに掲げ、三菱電機による e-F@
ctory を用いた工程最適化と、久保井塗装工業所に
よる IoT での塗装工程管理についての講演が行われ
た。勉強会後は展望レストランへと場所を移し、横
浜の夜景を背に和やかな懇親会が催され、会員同士
の知見を深める有意義な一日となった。

アネスト岩田　ショールーム

第43回年次総会　新横浜国際ホテル

アネスト岩田　グローバルワンホール

国
内
外
の
出
来
事

国内（日本）
2016年：家庭用電力の小売全面自由化が開始
2019年：平成から令和へ改元（天皇退位）
2019年：消費税10％
2019年：ラグビーW 杯日本開催

海外
2016年：イギリスの EU 離脱決定（Brexit）
2016年：トランプ米大統領当選

ホテルメルパルク横浜

小泉純一郎
元首相

小泉純一郎元首相を囲んで
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  2020.1　新年互礼会
コロナのパンデミックで世界が一変する直前、誰も
が晴れやかな表情で集った最後の新年互礼会。会場
には笑顔が溢れ、輝かしい2020年代の幕開けを疑い
もなく祝福し合いました。この直後に訪れる試練を
前に、会員同士が直接肩を並べ、英気を養った極め
て貴重な交流の記録です。

  2021.10　技術シンポジウム生放送
従来、東京と大阪でリアル開催していた技術シンポ
ジウムは、コロナ禍のため、WEB 方式を採用。慣れ
ない運営に技術委員会のスタッフ一同が尽力して開
催したこの WEB 方式は、利便性の高さから好評で
コロナ明け後も継続し、2026年現在に至るまで、場
所を問わず参加可能な有意義な情報共有の場として
定着している。

  2021.12　コーティングジャパン東京
CEMA 単独ブースを出展し、相談コーナーには多く
の来場者が訪れ、塗装技術や設備に関する多岐にわ
たる相談に対応。コロナ禍にも関わらず、対面での
貴重な交流の場となった。

  2022.6　第46回年次総会
活動方針は「SDGs 2030」に対応する目標立案を軸
に据え、「CEMA 21世紀3ビジョン」を基準とした
活動を推進することとした。重点項目としてカーボ
ンニュートラルへの対応や塗装ラインの自動化、他
団体との協業による業界の高度化を掲げていた。コ
ロナ禍の影響を考慮し、リアルと WEB を併用する
ハイブリッド方式にて開催した。

  2022.7　�コーティング・コンソーシアム（CoCo）
設立

塗料・塗装の関係団体がサスティナブル社会に向け
た先進的な取り組みをしていくことを理念に設立。
業界団体の垣根を超えた共同プロジェクトで環境負
荷低減や CO₂排出削減に取り組む。

ニューオーサカホテル

コーティングジャパン東京（幕張メッセ）
CEMAブース

アネスト岩田のAAAスタジオ

国
内
外
の
出
来
事

国内（日本） 海外
2020年：新型コロナウイルス世界的大流行
2020年：イギリスが欧州連合（EU）から正式に離脱
2021年：バイデン米政権発足
2021年：�気候変動枠組条約締約国会議（COP26）で石炭火力

の段階的削減に合意
2022年：ロシアのウクライナ侵攻開始

2021年：東京2020五輪・パラリンピック開催
2022年：�改正道路交通法施行により「自動運転レベル4」の 

公道走行が解禁

コーティングジャパン東京にてCoCoの活動を解説
幕張メッセ

名鉄ニューグランドホテル
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CEMA50年の歩みCEMA50年の歩み

  2023.6　第47回年次総会
大阪の地に集い、SDGs を見据えた新機軸の活動方
針が審議され、カーボンニュートラルや自動化への
挑戦を共有。対面ならではの総会となった。

  2023.11　交流会
画面越しではなく、ついに実現した完全対面での開
催。長瀬産業様の講演を真剣に聴講し、各委員会の
枠を超えて情報交換を行った。横浜の地で再確認し
た対面の喜びが、次なる技術革新への活力を生み出
した。

  2023.11　米倉山ゆめソーラー館見学会
東京電力エナジーパートナー主催の米倉山ゆめソー
ラー館見学会に参加し、最先端の脱炭素技術を深く
学ぶ。特に1.5MW の P2G 実証設備や水素充填設
備を間近にし、再生可能エネルギーを水素として貯
蔵・活用する技術の具体性に感銘を受けた。研修設
備やメガソーラーも拝見し、次世代エネルギー社会
の実現に向けた着実な歩みを実感でき、非常に有意
義な研修であった。

  2024.1　新年互礼会
コロナ禍の制約を脱し、かつての活気が戻った2024
年の幕開け。新年の挨拶を交わす会員たちの声が会
場に響き、対面でのコミュニケーションの価値を改
めて噛み締めた。

  2024.11　秋季合同委員会 
講演会では、日本ペイント・サーフケミカルズ株式
会社の中尾健司氏が登壇し、「環境配慮型表面処理
剤のご紹介」をしていただいた。本講演では、日本
ペイントグループの中核企業として、顧客の SDGs
（持続可能な開発目標）やカーボンニュートラルへ
の取り組みを支援する表面処理剤が提案された。昨
今の環境意識の高まりに応える技術的な知見が共有
される貴重な機会となった。

ニューオーサカホテル

米倉山ゆめソーラー館（山梨県甲府市）

新横浜グレイスホテル

新横浜グレイスホテルでのご講演

国
内
外
の
出
来
事

国内（日本） 海外
2023年：生成 AI（ChatGPT 等）の爆発的普及
2023年：インドの人口が中国を抜き世界最多に（国連推計）
2024年：パリオリンピック・パラリンピック開催

2023年：将棋の藤井聡太氏が史上初の八冠独占を達成
2024年：能登半島地震（1.1）
2024年：�20年ぶりの新紙幣（渋沢栄一、津田梅子、北里柴三

郎）の発行開始
2024年：�物流2024年問題への対応本格化と自動運転技術の

公道実証拡大

メルパルク横浜
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  2025.1　新年互礼会
佐伯会長は年頭の挨拶に登壇し、先行き不透明な
「VUCA の時代」において変化を恐れず対応する重
要性を説いた。業界の持続的な発展に向け、結束を
強める出発点となった。

  2025.5　理事会
第180回理事会では、佐伯会長の後任に服部氏（旭
サナック）が承認されたほか、平野元専務理事を偲
ぶ会や創立50周年事業、ホームページ刷新などが議
論された。

  2025.5　平野克己専務理事を偲ぶ会
CEMA 主催の「平野克己様を偲ぶ会」が横浜市の崎
陽軒本店にて、執り行われた。会場には CEMA の往
年のメンバーと現役が共に集い、長年にわたり業界
の発展に尽力された平野氏の功績を称えた。会の終
盤には、坂井 IPCO 理事長が参列者を代表してお別
れの挨拶を述べ、全員で故人の冥福を祈りながら、
温かな雰囲気の中で最後を締めくくった。

  2025.6　�第49回年次総会  
（ニューオーサカホテル）

第49回年次総会では、役員人事が承認され、旭サ
ナックの服部修一氏が新会長に就任した。会合では
2024年度の活動・収支報告に加え、コスト増に伴う
2026年度からの会費改正も審議。さらに環境宣言の
改定や、設立50周年に向けた50周年記念誌作成計画
も共有され、次年度への活発な方針が示された。

  2025.6　総会後の懇親会
懇親会では、中締めの際に新任の服部会長、佐伯副
会長、そして日本工業塗装協同組合連合会の原谷副
会長の3名が壇上に揃い踏み。
関西流の威勢の良い締めが披露されると、会場のボ
ルテージは最高潮に達し、新体制の門出を祝う活気
ある一幕となった。

服部会長ご挨拶

故人を偲び、感謝の意を捧げる

ニューオーサカホテル
国
内
外
の
出
来
事

国内（日本）
2025年：大阪・関西万博開催

海外
2025年：�生成 AI によるコンテンツ制作の自動化がグローバル

産業へ浸透

佐伯会長ご挨拶

塗料報知新聞社
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  2025.11　コーティングジャパン東京
「コーティングジャパン東京」は、計47,355人も
の来場者を記録し、熱気に包まれた。今回の CEMA 
ブースでは、会員7社へ有償展示スペースを提供。各
社の塗装技術を披露した。
さらに、日本塗料工業会、国際工業塗装高度化推進
会議（IPCO）、日本工業塗装協同組合連合会、コー
ティング・コンソーシアム（CoCo）、 塗料報知新
聞社共同による「PAINT PAVILION」を出展。塗装
業界の総合力を結集したこの巨大パビリオンは、展
示会の象徴的な存在となった。連日開催されたセミ
ナーでは、最新技術を求める聴講者で立ち見が出る
ほどの盛況ぶりを見せ、次世代へと繋がる活発な技
術交流が展開された。

  2026.1　新年互礼会
60名を超える会員・来賓が集結した、新年互礼会。
新時代の塗装業界を担うリーダーたちが一堂に会し
新春の慶びを分かち合い、業界の更なる発展と結束
を誓い合った。

  2026.2　第１回塗装技術者向け勉強会  
初の試みとなった勉強会。1泊2日で塗装工程の全て
を網羅する集中講習を実施した。技術習得に励む若
手たちの熱気に包まれ、夜の懇親会では社を越えた
絆も誕生。技術の研鑽と交流の両面で、記念すべき
第一歩になった。

  2026.6　50周年記念総会
（名古屋マリオットアソシアホテル）
CEMA50周年を祝し、総会・懇親会を開催する。

新横浜グレイスホテル

展示場内のセミナー会場

コーティングジャパン東京（幕張メッセ）

服部会長
ご挨拶

受講の様子

パーカーエンジニアリング株式会社
技術開発センター

国
内
外
の
出
来
事

国内（日本）
2026年：国内での AI 社会実装の進化
2026年：�カーボンニュートラル社会に向けた産業構造の転換

加速

海外
2026年：�アルテミス計画（月面探査プロジェクトで有人月周

回飛行）
2026年：�グローバルな脱炭素（カーボンニュートラル）への

投資拡大
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「ネクストコーティング2050」
― 技と知が結ぶ、塗装の枠を超えた未来へ ―

1．塗装の力で、価値を創造する
塗装は保護・美観・長寿命化を支える基盤技術。
その価値を世界に広げ、新しい豊かさを創り出します。

2．環境と調和し、知恵で進化する
知恵と経験を最新技術と融合させ、時代の変化に応える、
環境と調和したものづくりを進めます。

3．信頼と共創で、塗装産業の未来を育む
会員相互の協力と学び合いを基盤に、人・技術・社会が調和する
塗装産業の未来をともに築きます。

CEMA創立50周年の節目を飾る本誌の発刊に
際し、その構成を検討するにあたっては、20年、
30年、40年と10年ごとに積み重ねられてきた歴
代記念誌の伝統を継承することといたしました。
本誌では、創立から現在に至るまでの50年間の
歩みを記録するとともに、次なる半世紀を見据
えた未来への展望をまとめた一冊としています。
論語には「五十にして天命を知る」という「知
命」の言葉があります。40にして迷わず（不惑）
突き進んできた我々が、50年という歳月を経て、
改めて業界における自らの使命を再認識し、社
会へ貢献していく決意を表しています。産業構
造や経済情勢が激しく変化する現代において、CEMAが柔軟に、かつ確固たる指針を持って歩み続けるた
めの「未来の原点」として、本誌が皆様の礎となれば幸いです。
本誌の制作にあたっては、短期間に数回の編集委員会を重ね、限られた時間の中で精力的に取り組んで
まいりました。多大なるご協力をいただいた編集委員の皆様に、心より感謝申し上げます。

編集委員

編 集 後 記

50周年記念誌編集委員長　松丸 浩司

表紙に採用したのは、スペイン・バルセロナに建つサグラダ・ファミリア
の内部、色彩豊かなステンドグラスから差し込む光の情景です。
 
天窓とステンドグラスを通して堂内に満ちる光は、過去から現在、そして
未来へと続く時間の流れを象徴し、本工業会のこれまでの歩みと、これか
ら切り拓く明るい未来を想起させます。
 
この大聖堂は、建築家アントニ・ガウディの構想のもとに始まり、没後も
なお多くの建築家・技術者・職人の手によって受け継がれています。自然
界の構造を模倣したフニクラ曲線や、光を最大限に取り込む設計思想は、
世代を超えて継承され、現代の建築へと進化しています。
 
また、日本人彫刻家である外尾悦郎氏が主任彫刻家を務めるなど、国境を

越えて技術と精神が受け継がれている点も、多様な力を結集し発展してき
た本工業会の姿と重なります。
 
かつては300年を要すると言われた壮大な建設も、3D設計（BIM）などの
最先端技術の導入により大きく進展し、伝統と革新が融合しながら次の時
代へと歩みを進めています。
 
2026年はガウディ没後100年、そして2030年代の完成を目指し、現在も
塔やファサードは進化を続けています。その姿はまさに、「継承」「未来」「進
化」を体現する存在です。
 
50周年という節目にあたり、これまで築いてきた歴史を礎に、新たな未
来へと光を放ち続ける決意を込め、本写真を表紙に選定いたしました。

表紙写真：「スペイン・バルセロナ　 サグラダ・ファミリア 内部 ステンドグラス 」

未来ビジョン

2026.4.10 編集委員会
塗料報知新聞社にて

株式会社IEC 吉川永一郎
 小寺　克幸
旭サナック株式会社 山﨑　諭志
 島田　哲也
 加藤　啓太

アネスト岩田株式会社 黒坂　臣吾
パーカーエンジニアリング株式会社 山西　和弘
株式会社明治機械製作所 木村　武司
CEMA専務理事 樋川　浩一
CEMA事務局 有馬　利明
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